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txt050111 プロジェクト・コスト管理

① プロジェクト管理

ⓐ プロジェクトとは

プロジェクトは、特定の目的や対象・目標をもって、独自のプロダクト、サービス、所産を

創造するために実施される有期性の活動である。プロジェクトには、明確な開始時期と終了時

期があり、期限がある活動である。プロジェクトの遂行やその成果物など基本的な部分で一度

限りの活動となる。システム開発はプロジェクトとして行われ、限定された期間だけの活動組

織で、通常、１～５年ぐらいの期間の場合が多い。

ⓑ プロジェクトの発生理由

㋐ 市場の要求

ある市場が成果物を要求し、それを満たそうとする時

㋑ ビジネス・ニーズ

組織の中で成果物を要求し、それを満たそうとする時

㋒ 顧客要求

取引先の外部から成果物の要求があり、それを満たそうとする時

㋓ 技術の進歩

技術の進歩に伴い、新しい技術を利用した成果物を開発しようとする時

㋔ 法的要求

法律などの制定に伴い、それに対応しようとする時

㋕ 社会的ニーズ

自治体や町内など、社会生活単位での要求があり、それを満たそうとする時

ⓒ プロジェクト管理とは

プロジェクト管理は、プロジェクトの目的を完遂またはそれ以上の成果を上げるために、最

適な知識やツール、技法を駆使してプロジェクトを遂行することである。プロジェクトの目標

を達成するために、スコープ、納期、コストなどの制約条件とのバランスをとりつつ品質の高

い成果物を生成する必要がある。ソフトウェア開発では、開発の背景、目的、範囲を明確にし

た上で、開発期間、開発費用、品質管理、開発組織体制、コミュニケーション計画、リスク管

理、調達管理を構成要素として管理体系を決定する。プロジェクトのフェーズごとに作業内容、

要員、工数などの資源割り当てを定め、品質などを把握しながらコントロールしていく。

ⓓ プロジェクトマネージャ

プロジェクトマネージャは、プロジェクト管理を行う責任者であり、プロジェクト計画の立

案、ＰＤＣＡサイクルによるプロジェクトの管理・遂行、プロジェクトの利害関係者との調整、
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クライアントやプロジェクトメンバおよび関連部門とのコミュニケーション、メンバのモチベ

ーションの維持・向上などの職務を遂行する。

② プロジェクト・スコープ管理

ⓐ プロジェクトの成功とは

プロジェクトが成功したということは、プロジェクトに課せられた制約事項を満たし、プロ

ジェクトの目標が達成されたということである。プロジェクトの主要制約事項に、スコープ、

タイム、コストの３つがある。

ⓑ プロジェクトの制約事項

㋐ スコープ

スコープはプロジェクトの作業範囲のことである。プロジェクトにおけるスコープには、

プロジェクトの成果物に求められる成果物スコープ、成果物を作成するために必要な作業を

示すプロジェクトスコープがある。プロジェクトスコープマネジメントでは後者のプロジェ

クトスコープが対象となる。

㋑ タイム

タイムはプロジェクトの成果物を完成させる時期のことである。プロジェクトタイムコン

トロールでは、プロジェクトの所要期間を見積、スケジュールを作成し、スケジュールコン

トロールを行います。

㋒ コスト

コストはプロジェクトの目標を達成するのに費やす費用のことである。プロジェクトコス

トマネージメントでは、コストを見積、予算化し、コストコントロールを行う。

ⓒ プロジェクトの範囲

プロジェクトの範囲はプロジェクト実施対象と役務範囲のことであり、プロジェクト管理で

は最初に決定しておく事項である。プロジェクトをその目的に合わせて遂行するためには、そ

の活動の対象を明確にしておく必要がある。

ソフトウェア開発では、開発対象業務、開発対象部署、プロジェクト成果物、提供するサー

ビス、利用するツールなどを規定し、プロジェクトの範囲を逸脱しないように管理する。
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③ ステークホルダー

ⓐ ステークホルダーとは

ステークホルダーとは、プロジェクトの実行や完成によって自らの利益に影響が出る人や組

織のことである。

ソフトウェア開発プロセスに関係してくるステークホルダーには次のものがある。

㋐ 上級管理者

㋑ プロジェクトマネジャー

㋒ 開発者

㋓ 顧客

㋔ ユーザ

ⓑ ステークホルダーの役割

プロジェクトには複数の人が関与し、立場によって、プロジェクトに関係する役割が異なる。

主要な役割として次の事項がある。

㋐ プロジェクトの目標に向けて作業を進める。

㋑ プロジェクトに必要な資金を提供する。

㋒ プロジェクトの成果物を利用する。

㋓ 作業実施以外の面で作業を支援する。

㋔ プロジェクトに関係する様々な要望を提出する。

④ プロジェクトコスト管理

ⓐ コスト管理のプロセス

プロジェクトのコスト管理には、コスト見積、コストの予算化、コストコントロールの３つ

のプロセスがある。

㋐ コスト見積

プロジェクトが完了するまでに必要な資源コストを算出する。プロジェクトの開発環境

や過去のプロジェクトの経験などを参考にして、各活動のコストを見積もる。

㋑ コストの予算化

コストの予算化はプロジェクトの個々の作業の成果を測定するコストベースラインを設

定する目的で行われる。活動毎のコスト見積、スケジュールなどをもとに、成果物毎、期

間ごとに発生するコストを集約する。コストベースラインは必要となるコストを時系列的
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に展開したもので、進捗管理を行う上での重要な基準になる。

㋒ コストコントロール

コストベースラインと実コストのずれを把握し、コストが超過しないように処置をとる。

ⓑ コストの見積法

㋐ 類推見積

過去の類似プロジェクトの実コストを参考にコストを見積もる方法である。

㋑ ボトムアップ見積

最も詳細レベルの活動のコストを見積、それを集計し、総額を算出する。

㋒ 係数見積

過去のデータをもとに、実コストとそれに影響を及ぼす変数との関係を統計処理し、コス

ト見積の算出式を求める。この算出式をもとにコストを見積もる。

⑤ ソフトウェアコストの見積

ⓐ ソフトウェアコスト

ソフトウェアコストはソフトウェア開発のライフサイクルの各フェーズで必要とされる費用

である。システムを開発する場合、システムのソフトウェア開発に対するコストを見積もる必

要がある。見積を行うためには、全フェーズに対して見積工数を算出しなければならない。

ⓑ コストの見積の手順

㋐ 開発プロセスモデルの選択

㋑ 開発方法の選択

㋒ 開発環境の設定

㋓ 開発上の制約の明確化

㋔ 見積対象フェーズの明確化

㋕ 見積手法の選定

㋖ 見積の実施

ⓒ 類似プロジェクトに基づく見積法

過去の類似システムの実績値をもとにシステムの開発工数を見積もる手法である。過去に開

発したシステムの内、特性や処理内容、規模などが類似したものの実績データを使用する。
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類似システムが存在するなど、条件が一致すれば高い見積もり精度が得られる。しかし、開

発条件が不明確であったり、過去のプロジェクトの条件と一致しない場合は適用できない。開

発対象システムが類似していても、開発環境や状況が異なると適用が難しい。

ⓓ 類似プロジェクトに基づく見積法の手順

㋐ データの収集

開発が完了したプロジェクトのデータを収集し、プロジェクトの特性や規模、開発のフェ

ーズ、所要工数、開発期間、開発要員、生産性などを整理する。

㋑ 見積対象プロジェクトの分析

業種や業務処理分野、企業規模、開発に使用するプログラム言語、見積のフェーズ、プロ

ジェクトの規模などのプロジェクトの特性を分析する。

㋒ 見積の実施

分析したプロジェクトの特性に最も近いプロジェクトを、収集したプロジェクトの中から

探し、類似したプロジェクトのデータを参考にして、対象プロジェクトの見積を行う。工数

には人月を利用する。工数の見積もり時には、開発規模、開発の生産性が重要な情報になる。

ⓔ 経験的見積もり法

開発経験者が過去のプロジェクト経験からシステムの開発規模を見積もる手法である。開発

経験者が見積もれば高い精度が得られるが、属人性が強い見積もりになったり、条件が異なる

と適用できない難点がある。

⑥ 開発コストモデル

ⓐ ファンクションポイントモデル(ＦＰ法)

ＦＰ法は1983年にAlbrechtによって提案されたコストモデルで、ソフトウェアに含まれる機

能単位に見積もる方法である。評価対象の領域を明確にし、システムの提供する５つの機能(外

部入力・外部出力・外部照会・内部論理ファイル・外部インタフェース)を抽出し、それぞれの

データタイプに対して、単純レベル、多少複雑レベル、複雑レベルの重み付けを加味して点数

をつけ計量化する。

ファンクションポイントＦＰは次の式で計算する。

ＦＰ＝Ｃ×(Ｐ１＋Ｐ２＋Ｐ３＋Ｐ４＋Ｐ５)

画面や帳票等の入出力インタフェースの多い場合に適している。外部入出力や内部論理ファ

イル、照会、インタフェースなどの個数や特性などから開発規模を見積もる。
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ⓑ ＣＯＣＯＭＯ

1981年にBoehmにより提案されたソフトウェアのコストモデルで、システムの特性や開発環境

を考慮し、プログラマの作業量を統計的なモデルによって計算式で算定する方法で、中、大規

模のシステム開発に適用できるモデルある。ＣＯＣＯＭＯはウォータフォールモデルを前提に

し、ＣＯＣＯＭＯⅡはスパイラルモデルに対応している。

ソフトウェアプロジェクトを３種類に分類して名目工数を見積もり、これに、製品、計算機、

人的、プロジェクト的属性による乗数を掛けて最終値を得る。プログラムの作業工数Ｐは次の

式で計算する。

Ｐ＝ｘ×(ＫＤＳＩ)ｙ×Ｚ

ＫＤＳＩ：プログラムの大きさを示す。注釈行を除き、ＪＣＬを加えた総数である。

ｘ、ｙ、Ｚ：定数でいくつかの尺度基準で決まる。尺度基準には、見積対象レベル(概要、

通常、詳細）、作業要員の構成を考慮する。開発環境、開発要員の能力に依

存する。

開発規模の調整要素として再利用に関する項目や生産性に与える要因があるのが特徴である。

開発期間 Ｔ＝2.5×Ｐｙ で求められる。

ⓒ ＬＯＣ法

ＬＯＣはプログラムのソースコード行数のことであり、システムに実装する処理内容などを

プログラム言語でコード化したものの行数を表す。システム規模の指標として利用する。ＬＯ

Ｃ法は、ソースコードを基準として開発工数を見積もる方法である。開発環境のプラットフォ

ームや使用言語が固定という前提で効果的な手法である。クライアントサーバシステムやオブ

ジェクト指向技術などの複合的な開発環境では使用に限界がある。

⑦ 開発工程の管理

ⓐ 工程管理

システム開発プロジェクトの目標を達成するためには、適切な計画・スケジュールを工程表

で作成し、それに基づいた進捗管理を行うことが重要である。工程表の表現法にはガントチャ

ートとＰＥＲＴの方法がある。

進捗管理の目的はプロジェクトが計画通りに進捗しているかどうかを把握し、問題を早期に

見つけ、適切な対応策を立てて実施し、プロジェクトの目標を達成することである。進捗管理

は適切な開発計画を前提にした、実現可能性の高い開発計画の作成が必要である。

ⓑ 日程計画

日程計画は、プロジェクトを進める上で、タスクの所要日数や時間などを見積り、その進捗

を管理する表を作成することである。日程計画表の種類には大日程計画表、中日程計画表、小

日程計画表などがある。
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マスタスケジュールである大日程計画表は全期間にわたる実施作業項目・工程を管理するた

めの表である。中日程計画表は大日程計画表を工程またはサブシステムごとに分割した表であ

る。小日程計画表は中日程計画表にある工程を更に細分化した単位で、１ヶ月や１～２週間の

期間、担当者別作業項目別に週毎の進捗管理を行う。個人別の管理をすることで、作業の遅れ

やその原因を特定することも可能である。

ⓒ 所要期間の見積法

㋐ 類推見積

過去の類似プロジェクトの実所要期間を参考に所要期間を見積る方法である。類似性が高

い場合は信頼性が高い見積となる。

㋑ 係数見積

作業量に生産性を掛け、基準値を算出する。総資源量に単位期間当たりの作業時間を掛け、

単位期間当たりの投入資源量を算出する。基準値を単位期間当たりの投入資源量で割ること

により、所要期間を算出する。

㋒ 三点見積

見積にリスクを加味することで、より正確な所要期間を算出する方法である。所要期間を

通常に見積もりした値(最頻値)と最良のシナリオで作業が進むことを想定した見積値(楽観

値)、最悪のシナリオで作業が進むことを想定した見積値(悲観値)の３種類の見積値に、重み

付けを行い平均し算出する。

ⓓ 工程表の作成と活用要領

㋐ システムの規模や複雑度を見積り、開発に必要な資源を見積る必要がある。

㋑ 適切な見積りに基づいて、開発環境や条件、作業の前後関係や依存関係などを考慮してス

ケジュールを作成する。

㋒ 適切なスケジュールに基づいて、作業を進め、計画と実績を対比し、評価する。

㋓ 差異があれば原因を究明して、対応策を検討し適切な措置を施す。

ⓔ ガントチャートとその特徴

㋐ ガントチャートとは

ガントチャートはプロジェクトの進捗管理のために、時間軸に対して作業項目ごとに開始

から終了までを線又は帯で表した図解技法である。

㋑ ガントチャートの特徴

❶ 作業の開始・終了時点、現在の作業状況は明確である。
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❷ 計画と実績の対比が明確である。

❸ 作業の順序関係は不明である。

❹ 作業遅れなどによる他の作業への影響度は不明である。

ⓕ ＰＥＲＴ図とその特徴

㋐ ＰＥＲＴ図とは

ＰＥＲＴ図はプロジェクト管理技法の一つで、時間とコストを考慮しながらプロジェクト

の日程を計画し、管理する技法である。矢印線で活動、活動の結合点を丸印で表すアローダ

イヤグラムを用いて表示する。工程総時間の管理、クリティカルパスの管理、重複作業の発

見、資源の分担計画などを行う。

ＰＥＲＴ図を作成する場合には、事前に、工数の見積り、製品機能の展開、適切なプロセ

スモデルの選択、プロジェクトの種類およびタスクセットの選択を行い、それらの情報を用

いて進める。ＷＢＳというタスクが製品の全体または個々の機能について定義する。

㋑ ＰＥＲＴ図の特徴

❶ 大規模かつ複雑なシステム開発プロジェクトに対応できる。

❷ プロジェクトのクリティカルパスや総所要日数は計算できる。

１ ２ ３月
項目

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

ガントチャート

計画

実績

１

２

４

３

５

７ ８

６

ＰＥＲＴ図
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❸ 作業順序は明確である。

❹ 作業の余裕日数は計算できる。

❺ 開発コストの削減や作業日数の短縮計算にも利用できる。

❻ 各作業の所要日数の図表的表現が難しい。

❼ 計画と実績の対比が困難である。

⑧ 進捗管理

ⓐ 進捗管理とは

進捗管理は、システム開発で作業工程が計画通りに進行しているかを確認することである。

ガントチャートやＰＥＲＴ図を使用して行う。あらかじめ設定した管理項目に対して終了した

項目の割合で進捗を計る消化率管理を用いる。進捗管理では、正確な進捗状況を把握すること

が重要であり、そのためには定期的にかつ正確な進捗状況を収集することが求められる。

ⓑ 進捗管理の要領

㋐ 進捗度を客観的に把握する管理項目と測定尺度を決める。

㋑ 進捗状況の把握の方法、進捗把握の周期、定期的なデータの収集、報告書の作成、問題の

把握などについて検討し、実行する。

㋒ 収集した進捗データを集計して、計画値と対比して分析する。

㋓ 表面上の問題と真の問題を区分し、真の問題を探り出し、真の問題の真の原因を取り除く

ための対応策を検討する。

㋔ 仕様変更や機能追加に関する問題、開発環境不備に関する問題、開発要員の技能不足や要

員不足に関する問題、コミュニケーション不足に関する問題などが真の問題になりやすい。

上司への報告と協議が必要になる。

ⓒ 工数

㋐ 工数とは

工数はある課題を達成するのに必要とする作業量のことである。ＩＴ業界では、作業に従

事する人間の数に、必要とする時間を乗じたものを用いる。「人月」(1人が1ヶ月従事する作

業が1人月)や「人日」などの単位で表す。工数を作業者数で割ると作業時間となり、逆に、

工数を時間で割ると、必要な作業者数になる。24人月の仕事を４か月で行うには、作業者は

６人必要であり、逆に、８人で行うと、３か月で完成する。

㋑ 工数の計算

工数計算は、標準的スキルを持つエンジニアが単位時間(1カ月)に行う仕事量を基準に計算
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するが、ソフトウェア開発においてはそれを定義する一般的な基準が存在しないため、同じ

１人月でも開発ベンダによって実際に可能な仕事量は異なる。

㋒ 工数の活用

工数は、プロジェクトの大きさを表現する場合や1人当たりの費用月額(人月単価)を掛け合

わせてシステム開発費用を見積もる場合、プロジェクトの進捗管理、企業間の取引、製造部

門の原価管理などに使用される。工数と実際の作業時間の差は製造部門の赤字・黒字、さら

には企業の収益となって現れる。工数と実際の作業時間の比率である消化率を使用して、製

造現場の管理者は管理を行う。

ⓓ ＷＢＳ

ＷＢＳは、プロジェクトマネジメントで計画を立てる際に用いられる手法の一つで、プロジ

ェクトをできるだけ細かい単位に分解し、管理する手法である。分割する場合、全体を大きな

単位に分割してから、それぞれの部分についてより細かい単位に分割していき、階層的に構造

化していくトップダウンアプローチで進める。細分化が終わったら、それぞれの部分を構成す

るのに必要な作業を考え、最下層に配置していく。個々の部分を構成する一連の作業のかたま

りのことを「ワークパッケージ」と呼ぶ。それぞれのワークパッケージに担当する人員を配置

していけば、プロジェクトを遂行する組織図ができる。ＷＢＳを用いると、プロジェクトの全

体と細部が明確になり、作業管理が容易になる特徴がある。

⑨ 調達マネジメント

ⓐ 調達マネージメントとは

プロジェクトでは、要素成果物を作成するのに外部からプロダクト、サービスを購入する。

調達マネージメントでは、要素成果物を外部に作成依頼するか、プロジェクト内部で作成す

るかを検討し、外部から購入する場合、次の６プロセスを定義し、実行する。

㋐ 購入取得計画

㋑ 契約計画

㋒ 納入者回答依頼

㋓ 納入者選定

㋔ 契約管理

㋕ 契約終結

ⓑ 調達プロセス

調達プロセスは次の手順で実施する。

㋐ 提案評価方法の決定
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㋑ 提案依頼書の発行

㋒ 提案評価

㋓ 調達先の選定

㋔ 調達の実施

ⓒ ＲＦＩとＲＦＰ

㋐ ＲＦＩ

ＲＦＩ(情報提供依頼書)は、企業が調達や業務委託を行う際、自社の要求を取りまとめる

ための基礎資料として、外部業者に情報の提供を要請することである。あるいはその要請を

まとめた文書をいう。

㋑ ＲＦＰ

ＲＦＰ(提案依頼書)は、情報システムの導入や業務委託を行うにあたり、発注先候補の業

者に具体的な提案を依頼する文書のことである。必要なシステムの概要や構成要件、調達条

件が記述されている。

ⓓ ＲＦＩの役割

ＲＦＩの目的は、知りたい情報を文書として明確化し、外部の関係者から明快な回答を確実

に得ることである。複数業者の回答を比較する場合も同一の質問に対する答えであれば、検討

しやすい。ＲＦＩの発行は、提案や見積もりといった交渉の前段階で行われるもので、数多く

の外部事業者から、自社が求める能力を持ち、交渉に足る相手を絞り込むといったことも狙い

となる。ハイテクを対象としたＲＦＩでは、自社が知らない新製品・新技術に関する知見を得

ることも目的となる。ＩＴ調達におけるＲＦＩはＩＴベンダの技術要件を確認するもので、ど

のような技術を保有しているか、どのような経験があるかなどを確認するものとなる。

ⓔ ＲＦＰの役割

ＲＦＰは、必要とするハードウェアやソフトウェア、サービスなどのシステムの概要や、依

頼事項、保証用件、契約事項などが記述されており、業者はこれをもとに提案書を作成する。

発注元は業者の提案書を評価し、契約する業者を選定、ハードウェアやソフトウェア、サービ

スなどを調達する。

ⓕ 契約タイプ

㋐ 定額契約または一括請負契約

要素成果物の取得に対して請負金額を決め、要素成果物が取得できた時に対価として請負

金額を払う契約である。購入者は費用の変動リスクを納入者に転嫁できるが、その分請負金

額が上がる。
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㋑ 実費償還契約

成果物の取得にかかる費用に、納入者の利益相当分を加えた金額を払う契約である。購入

者は契約時に総額が不明確であるというリスクを負う。

㋒ タイム・アンド・マテリアル契約

購入者が支払う金額は、単位時間当たりのレートに作業に費やした時間を乗じて求めた金

額とする契約である。定額契約と実費償還契約の中間に位置づけられる。

例題演習

進捗管理に用いられるガントチャートの特徴として，適切なものはどれか。

ア 作業遅れによるほかの作業への影響を明確にすることができる。

イ 作業の順序関係を明示することができる。

ウ 進捗管理上のポイントであるクリティカルパスを明確にすることができる。

エ 日程について予定と実績を対比することができる。

解答解説

ガントチャートに関する問題である。

ガントチャートは、進捗管理用の図表で、横軸に日付、縦軸に工程をとり、計画と実績を横

線で記入する。これによって、生産や工事などが計画通りに進んでいるかどうかが明らかにな

る。この方式は単純でありわかりやすいが、情報量が少ないのが欠点である。

ガントチャートの特徴

① 各作業の日程を横線で表した図表である。

② 作業の開始・終了時点、現在の作業状況は明確である。

③ 計画と実績の対比が明確である。

④ 作業の順序関係は不明である。

⑤ 作業遅れなどによる他の作業への影響度は不明である。

ア、イ、ウの項目はＰＥＲＴ図では表すことができるが、ガントチャートでは十分に表現す

ることができない。求める答えはエとなる。

例題演習

５０項目の作業を４人の要員で１０日間で完了する計画を立てた。現在５日目を終わった時

点で完了したのは２０項目である。進捗の遅れを，現在完了した作業項目が本来終わっていな

ければならない日との差で表すとすると，遅れは何日か。ここで，投入要員の数は変わらない

ものとする。

ア １ イ ２ ウ ３ エ ４



- 13 -

解答解説

プロジェクトの進捗管理に関する問題である。

当初計画は５０項目を４人で１０日間であるから、１人の１日の割合は１.２５項目である。

計画では５日で完了する項目数は

１.２５×４×５＝２５

項目である。現在の消化項目数は２０項目であるから、

２５－２０＝５

で５項目不足であり、４人の仕事の日数に換算すると

１.２５×４＝５

１日分となる。求める答えはアとなる。

例題演習

開発期間１０か月，開発工数２００人月のプロジェクトを計画する。次の配分表を前提とす

ると，ピーク時の要員は何人となるか。ここで，各工程の開始から終了までの人数は変わらな

いものとする。

ア １８ イ ２０ ウ ２１ エ ２２

解答解説

開発管理に関する問題である。

表の工数配分、期間配分の比率に従って、各工程の工数、期間、人数を求めると、表のよう

になる。ピーク時の要員は２２人となる。求める答えはエとなる。

要件定義 設計 開発・テスト システムテスト

工数 ３２ ６６ ８４ １８

期間 ２ ３ ４ １

人数 １６ ２２ ２１ １８

例題演習

あるシステムを開発するための工数を見積もったところ１５０人月であった。現在までの投

入工数は６０人月で，出来高は全体の３割であり，進捗に遅れが生じている。今後も同じ生産

性が続くと想定したとき，このシステムの開発を完了させるためには何人月の工数が超過する

か。

ア ５０ イ ９０ ウ １０５ エ １４０
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解答解説

進捗管理に関する問題である。

現在までの出来高は０.３で、計画の工数では１５０×０.３＝４５であるが、実際に要した

工数は６０で、１５工数多くかかっている。従って、全体の仕事を完成させるのに必要な超過

工数は次のようになる。

１５×(１／０.３)＝５０

超過工数は５０人月となる。求める答えはアとなる。

例題演習

あるプロジェクトの工数配分は表のとおりである。基本設計からプログラム設計までは計画

どおり終了した。現在はプログラミング段階であり，３,０００本のプログラムのうち１,２０

０本が完成したところである。プロジェクト全体の進捗度は何％か。

ア ４０ イ ４４ ウ ５４ エ ５９

解答解説

開発工程の進捗管理に関する問題である。

プログラミング工程はプログラム総数３０００本のうち１２００本完成しているため、プロ

グラミング工程の進捗度は ０.２５×(１２００／３０００)＝０.１

プロジェクト全体の進捗度は ０.０８＋０.１６＋０.２＋０.１＝０.５４

５４％となり、求める答はウとなる。

例題演習

ある開発プロジェクトの全体の開発工数の見積りは８８人月である。作業を開始した１月か

ら５月までは各月１０名を投入したが，５月末時点で４０人月分の作業しか完了していない。

８月末までにこのプロジェクトを完了するためには，６月以降あと何名の追加要員が必要か。

ここで，６月以降のすべての要員の作業効率は，５月までの要員と同じであるものとする。

ア ６ イ １０ ウ １６ エ２０

解答解説

開発工数の計画と実績を評価する問題である。

次の手順で検討する。

① 現在の実績と計画値から必要な残り工数を求める。

② 現行の要員の能力から残り工数の値を修正する。

③ ②で求めた必要工数と残りの期間から必要な要員数を求める。
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④ ③で求めた人数から現行人数を引くと追加人数が求まる。

５月末時点の評価で、計画５０人月に対して実績は４０人月である。全工程の計画は８８人

月であり残りの工数は８８－４０＝４８人月となる。作業効率を現行要員と同じとすると、必

要工数は４８÷０.８＝６０人月となる。これを６月～８月の３ヶ月でカバーすると

６０÷３＝２０人

現在投入している要員は１０人であるから、残り１０人必要になる。求める答えはイとなる。

例題演習

表は，１人で行うプログラム開発の開始時点での計画表である。６月１日に作業を開始し，

６月１６日の終了時点でコーディング作業の２５％が終了した。６月１６日の終了時点で残っ

ている作業は全体の約何％か。ここで，開発は，土日を除く週５日間に行うものとする。

ア ３０

イ ４７

ウ ５２

エ ５３

解答解説

作業の進捗管理に関する問題である。

６月１日(月)に作業を開始して、テスト計画書の作成完了が６月１０日であるから、土日の

２日間を差し引くと、掛かった工数は８人月になる。コーディングの必要日数は４日で、２５

％が終了しているため、８＋１＝９(日)で、９人月終了したことになる。

作業に必要な全工数は１７人月であるから、残りの工数は１７－９＝８、その割合は８／１

７＝０.４７で、４７％になる。求める答えはイとなる。

例題演習

１０人が０.５ｋステップ／人日の生産性で作業するとき，３０日間を要するプログラミンク

作業がある。１０日目が終了した時点で作業が終了したステップ数は，１０人の合計で３０ｋ

ステップであった。予定の３０日間でプログラミングを完了するためには，少なくとも何名の

要員を追加すればよいか。ここで，追加する要員の生産性は，現在の要員と同じとする。

ア ２ イ ７ ウ １０ エ ２０

解答解説

工数計算の問題である。

プロジェクトの仕事量を求めると

０.５×１０×３０＝１５０ｋ(人日)
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１０日目で残っている仕事量は １５０ｋ－３０ｋ＝１２０ｋ

現在の要員の生産性は

３０÷１０÷１０＝０.３ｋ(人日)

残り日数が２０日であるから、１日に必要な仕事量は

１２０÷２０＝６ｋ(人日)

必要な作業人数は ６÷０.３＝２０(人)

増加する要員数は ２０－１０＝１０

求める答えはウとなる。

例題演習

設計書の作成状況が表のとおりであるとき，３種類の設計書全ての作成を完了させるために

必要な今後の工数(人時)は幾らか。

ア ５５０ イ ９００ ウ １１００ エ ２０００

解答解説

作業工数に関する問題である。

基本設計書の作成は完了しており、残りの作業は概要設計書の作成１００枚、詳細設計書の

作成４５０枚である。それぞれに要する時間は次のようになる。

概要設計書 １００×２＝２００

詳細設計書 ４５０×２＝９００

今後の工数は ２００＋９００＝１１００

答えは１１００人時で、求める答えはウとなる。

例題演習

プロトタイプを１回作成するごとに未確定な仕様の５０％が確定するとき，プロトタイプ開

始時点で未確定だった仕様の９０％以上を確定させるには，プロトタイプを何回作成する必要

があるか。

ア １ イ ２ ウ ３ エ ４
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解答解説

プロトタイプの回数を求める問題である。

１回のプロトタイプで、確定できるのは５０％であるから、プロトタイプの回数をＸとする

と、 次の式が成立する。

Ｓ＝０.５＋(０.５)２＋…＋(０.５)Ｘ－１＋(０.５)Ｘ

Ｓの値を求める。

Ｓ＝０.５＋(０.５)２＋…＋(０.５)Ｘ－１＋(０.５)Ｘ

０.５Ｓ＝ (０.５)２＋…＋(０.５)Ｘ－１＋(０.５)Ｘ＋(０.５)Ｘ＋１

０.５Ｓ＝０.５－(０.５)Ｘ＋１

従って、Ｓ＝１－(０.５)Ｘ

この値が０.９よりも大きくなるＸを求める。

１－(０.５)Ｘ≧０.９、０.１≧(０.５)Ｘ

Ｘ＝２の場合、(０.５)２＝０.２５、Ｘ＝３の場合、(０.５)３＝０.１２５、

同様にして、(０.５)４＝０.０６２５となり、プロタイプ数は４となる。求める答えはエとなる。

例題演習

システムを構成するプログラムの本数とプログラム１本当たりのコーディング所要工数が表

のとき，システムを９５日間で開発するには少なくとも何人の要員が必要か。ここで，コーデ

ィングのはかに，設計やテストの作業が必要であり，それらの作業の遂行にはコーディング所

要工数の８倍の工数がかかるものとする。

ア ８ イ ９ ウ １２ エ １３

解答解説

作業工数を計算する問題である。

コーディングに要する人日は、２０＋１０×３＋５×９＝９５

その他の作業に要する人日は、９５×８＝７６０

合計は ９５＋７６０＝８５５(人日)

この作業を９５日で完成させるには、８５５／９５＝９

必要な要員数は９名である。求める答えはイとなる。
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例題演習

プロジェクトのスケジュール管理のために次のアローダイアグラムを作成した。クリティカ

ルパスはどれか。

ア Ａ→Ｃ→Ｅ→Ｇ イ Ａ→Ｄ→Ｈ

ウ Ｂ→Ｅ→Ｆ→Ｈ エ Ｂ→Ｅ→Ｇ

解答解説

ＰＥＲＴ図からクリティカルパスを求める問題である。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

ＴＥ ０ １ ５ ９ ９ １４

ＴＬ ０ ２ ５ ９ １０ １４

クリティカルパスの求め方は、最早開始時刻(ＴＥ)、最遅完了時刻(ＴＬ)の表を作成し、両

者の値が一致するイベントを結合すればよい。

最早開始時刻、最遅完了時刻の表を作成する。

ＴＥ、ＴＬの値が等しいイベントを結合すると、①→③→④→⑥となり、Ｂ→Ｅ→Ｇで、求

める答えはエとなる。

例題演習

右の図は、あるプロジェクトの作業工程（Ａ～Ｉ）とその作業日数を表している。このプロ

ジェクトが終了するまでに必要な最小の日数は幾らか。

ア ２７ イ ２８ ウ ３１ エ ３２

開始 終了

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｉ

Ｆ

Ｅ

Ｇ

Ｈ

(3) (6) (8) (6) (5)

(14)

(5)

(11)

(15)
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解答解説

パート図のクリティカルパスを求める問題である。

イベント番号 １ ２ ３ ４ ５ ６

最早開始日 ０ ３ ９ ２０ ２６ ３１

最遅完了日 ０ ３ ９ ２０ ２６ ３１

開始から完了までの最短の経路を求めるとよい。だだし、２点の経路が２通り以上ある場合

は最長の経路が求める経路になる。クリティカルパスは、Ａ→Ｂ→Ｇ→Ｄ→Ｉの作業工程で所

要日数は３１日となり、求める答えはウとなる。

例題演習

図に示すアローダイアグラムは，あるシステムの開発作業を表したものである。クリティカ

ルパスはどれか。ここで，矢印に示す数字は各作業の所要日数を表す。

ア Ａ－Ｂ－Ｇ－Ｌ－Ｎ イ Ａ－Ｂ－Ｈ－Ｋ－Ｎ

ウ Ａ－Ｃ－Ｅ－Ｇ－Ｌ－Ｎ エ Ａ－Ｃ－Ⅰ－Ｎ

解答解説

クリティカルパスに関する問題である。

最早開始時刻、最遅完了時刻を求めると次のようになる。

表から、クリティカルパスは、１→２→４→５→８→９→１１となる。Ａ→Ｃ→Ｅ→Ｇ→Ｌ

→Ｎとなり、求める答えはウとなる。

２１ ４

５

９

６

８

11

３ ７ 10
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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

ＴＥ ０ ５ ９ １５ ２３ ３０ ２４ ３５ ４２ ３７ ４５

ＴＬ ０ ５ １２ １５ ２３ ３２ ２７ ３５ ４２ ４０ ４５

例題演習

アローダイアグラムのクリティカルパスと，Ｈの最早開始日の適切な組合せはどれか。ここ

で，矢線の数字は作業所要日数を示し，Ａの作業開始時を０日とする。

解答解説

パート図に関係する問題である。

与えられたパート図から、最早開始日(ＴＥ)、最遅完了日(ＴＬ)を求めると次の表のように

なる。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

ＴＥ ０ ３ １ ７ ８ ２ ５ ８ １３

ＴＬ ０ ４ １ ７ ８ ４ ７ ９ １３

クリティカルパスは、ＴＥ、ＴＬの値が等しいイベントを結合したものである。Ａ→Ｃ→Ｄ

→Ｅ→Ｉとなる。イベントＨの最早開始日はＨのＴＥの値で８となる。求める答えはエとなる。
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例題演習

図のアローダイアグラムにおいて，プロジェクト全体の期間を短縮するために，作業Ａ～Ｅ

の幾つかを１日ずつ短縮する。プロジェクト全体を２日短縮できる作業の組合せはどれか。

ア Ａ，Ｃ，Ｅ イ Ａ，Ｄ

ウ Ｂ，Ｃ，Ｅ エ Ｂ，Ｄ

解答解説

パート図に関する問題である。

パート図の最早開始時刻(ＴＥ)、最遅完了時刻(ＴＬ)を求める。

クリティカルパスは、第１表からＢ→Ｃ→Ｄの流れになる。

アのＡ、Ｃ、Ｅ作業を各１日短縮しても、クリティカルパスに関係する作業はＣの１日であ

り、全体を２日短縮することはできない。

イのＡ、Ｄ作業を各１日短縮しても、クリティカルパスに関係する作業はＤの１日であり、

全体を２日短縮することはできない。

① ② ③ ④ ⑤ 第１表

ＴＥ ０ ３ ７ ７ ９

ＴＬ ０ ３ ７ ８ ９

ウのＢ、Ｃ、Ｅ作業を各１日短縮すると、パート図の最早開始時刻(ＴＥ)、最遅完了時刻(Ｔ

Ｌ)は第２表のようになる。この場合、クリティカルパスはＡ→Ｄと変化し、全体は１日しか短

縮しない。

① ② ③ ④ ⑤ 第２表

ＴＥ ０ ２ ６ ５ ８

ＴＬ ０ ３ ６ ７ ８

１

２

３

４

５
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エのＢ、Ｄ作業を各１日短縮すると、

パート図の最早開始時刻(ＴＥ)、最遅完了時刻(ＴＬ)を求める。(第３表)

① ② ③ ④ ⑤ 第３表

ＴＥ ０ ２ ６ ６ ７

ＴＬ ０ ２ ６ ６ ７

全体の所要日数は９日から７日に短縮する。求める答えはエとなる。

例題演習

図は，あるプロジェクトの作業(Ａ～Ⅰ)とその作業日数を表している。このプロジェクトが

終了するまでに必要な最短日数は何日か。

ア ２７ イ ２８ ウ ２９ エ ３１

解答解説

パート図に関する問題である。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

ＴＡ ０ ３ ８ ９ ２０ ２０ ２６ ３１

ＴＬ ０ ３ １１ １１ ２０ ２０ ２６ ３１

１ ２

３

４

５

６ ７ ８
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パート図から最早開始時刻(ＴＡ)、最遅完了時刻(ＴＬ)を求めると表のようになる。

表から所要日数を求めると３１日となる。求める答えはエとなる。

例題演習

図のアローダイアグラムで表されるプロジェクトは，完了までに最短で何日を要するか。

ア １１５ イ １２０ ウ １２５ エ １３０

解答解説

ＰＥＲＴ図に関する問題である。

最早開始日(ＴＥ)、最遅完了日(ＴＬ)を求めると表のようになる。

完了までの最短日数は１２０日である。求める答えはイとなる。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

ＴＥ ０ ３０ ３５ ６０ ６０ ９０ １２０

ＴＬ ０ ３０ ５０ ６０ ６０ ９０ １２０

例題演習

九つの作業からなるプロジェクトがある。作業Ｅの所要日数を９日から６日に短縮すると，

このプロジェクトの最短作業日数を何日短縮できるか。

ア ０(短縮できない) イ １ ウ ２ エ ３
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解答解説

パート図に関する問題である。

パート図の最早開始日をＥの所要日数を９日の場合と６日の場合を求めると、次のようにな

る。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９日 ０ ４ １１ ６ １５ １２ １８ ２０

６日 ０ ４ １１ ６ １３ １２ １７ １９

Ｅの所要日数が９日の場合は２０日間、６日の場合は１９日となり、最短作業日数は１日短

縮することになる。求める答えはイとなる。

例題演習

図に示すプロジェクト活動のクリティカルパスはどれか。

ア Ａ→Ｂ→Ｅ→Ｉ→Ｌ イ Ａ→Ｃ→Ｄ→Ｅ→Ｈ→Ｋ

ウ Ａ→Ｃ→Ｆ→Ｉ→Ｌ エ Ａ→Ｃ→Ｇ→Ｊ→Ｌ

解答解説

ＰＥＲＴ図に関する問題である。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

ＴＥ ０ ２ ５ ６ ８ ９ １１ １１ １４

ＴＬ ０ ２ ５ ７ ９ ９ １２ １１ １４

１ ２ ３

４

５

６

７

８ ９
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最早開始時刻(ＴＥ)、最遅完了時刻(ＴＬ)を整理すると表のようになる。

クリティカルパスは、ＴＥ、ＴＬの等しいイベント番号を結んだプロセスになる。１→２→

３→６→８→９となり、作業名ではＡ→Ｃ→Ｇ→Ｊ→Ｌの順になる。求める答えはエとなる。

例題演習

図は作業Ａ～Ｅで構成されるプロジェクトのアローダイアグラムである。全ての作業を１人

で実施する予定だったが，２日目から６日目までの５日間は，別の１人が手伝うことになった。

手伝いがない場合と比較し，開始から終了までの日数は最大で何日短くなるか。ここで，一つ

の作業を２人で同時には行えないが，他者から引き継ぐことはできる。また，引継ぎによる作

業日数の増加はないものとする。

ア ３ イ ４ ウ ５ エ ６

解答解説

ＰＥＲＴ図に関する問題である。

最早開始時刻(ＴＥ)、最遅完了時刻(ＴＬ)を求めると表のようになる。

作業者が１人で全工程(１２人日)を実行した場合の所要日数は次のようになる。

３＋１＋１＋３＋４＝１２(日)

２日目から６日目までは、作業者２人で実行した場合、１日目は１人で１作業(１人日)、２

日目から６日目まで２人で８作業、残りの３作業を１人で実施し、計１２作業を実行すると、

所要日数は次のようになる。イベント①～④の日数は変わらない。イベント⑤以降は、２人で

２日間４作業を行い、残りの３作業を１人で３日で行うことになる。

３＋１＋２＋３＝９(日)

１

２

３

４

５

６
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短縮日数は １２－９＝３(日)となる。求める答えはアとなる。

１ ２ ３ ４ ５ ６

ＴＥ ０ ３ ３ ４ ７ ８

ＴＬ ０ ３ ３ ４ ８ ８

例題演習

次のアローダイアグラムで表されるプロジェクトがある。結合点５の最早結合点時刻は第何

日か。

ア ４ イ ５ ウ ６ エ ７

解答解説

アローダイヤグラムに関する問題である。

アローダイヤグラムから最早開始時刻(ＴＥ)、最遅完了時刻(ＴＬ)の表を作成する。

１ ２ ３ ４ ５ ６

ＴＥ ０ ３ ４ ７ ７ ８

ＴＬ ０ ３ ５ ７ ７ ８

結合点５の最早開始時刻(ＴＥ)の値であるから７となる。求める答えはエとなる。

例題演習

プロジェクトの日程計画を作成するのに適した技法はどれか。

ア ＰＥＲＴ イ 回帰分析 ウ 時系列分析 エ 線形計画法

解答解説

ＰＥＲＴに関する問題である。

アのＰＥＲＴは、ネットワークを利用した日程計画である。１つのプロジェクトに多くの作

業があり、それぞれの作業が独立に実施され、最終的に一つのものにまとめられるようなケー

スの計画に利用される。各作業の相互関係や順序、所要時間などを明らかにし、進度管理など
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をきめ細かく実行し、クリティカルパスを求めたりする。求める答えはアとなる。

イの回帰分析は、ある変量ｙとそのｙに影響を及ぼすと考えられるいくつかの変量ｘがある

とき、ｙとｘとの間の妥当な関係を見出す統計的な方法である。

ウの時系列分析は、時間の推移に従って収集したデータから、そのデータがもつ構造的な特

徴を見出す方法である。

エの線形計画は、制約条件が１次の不等式で示され、目的関数が１次の関数で表される最適

化問題の解法である。最適化とは、目的関数を最大または最小にする条件を見つけだすことで

ある。

例題演習

ファストトラッキング技法を用いてスケジュールの短縮を行う。当初の計画は図１のとおり

である。作業Ｅを作業Ｅｌ，Ｅ２，Ｅ３に分けて，図２のように計画を変更すると，スケジュ

ールは全体で何日短縮できるか。

ア １ イ ２ ウ ３ エ ４

解答解説

パート図によるスケジューリングの問題である。

図１の最早開始時刻(ＴＥ)、最遅完了時刻を求めると次のようになる。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

ＴＥ ０ ５ １３ １２ ２０ ２２ ２６ ２８

ＴＬ ０ ５ １３ １７ ２１ ２２ ２６ ２８
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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

ＴＥ ０ ５ １３ １２ １７ １７ ２０ １９ ２３ ２７

ＴＬ ０ ５ １３ １６ １９ １９ ２０ ２１ ２５ ２７

所要日数は、図１の２８日に対して、図２は２７日となり、短縮日数は１日である。求める

答えはアとなる。

例題演習

ソフトウェアの開発規模から開発工数を見積もる際に，必要な情報はどれか。

ア 開発期間 イ 開発要員数

ク 工程ごとの工数配分比率 エ 生産性

解答解説

開発工数に関する問題である。

この問題は工数を見積もる場合、生産規模が分かる場合に、その他の情報として最小限必要

な情報は何かを問う問題である。ア～エの情報の組み合わせの最適なものを求める。

一般に、開発工数は開発期間(月)と開発要員数(人)から求めることができる。一つのプロジ

ェクトで必要な人月を決める条件は開発規模と開発要員の生産性である。開発規模が分かると

開発期間が決まり、生産性が分かると必要な開発要員が決まり、工程ごとの工数配分が可能に

なる。従って、開発工数の見積もりに最小限必要な情報は開発規模と生産性になる。

アの開発規模と開発期間の情報では、生産性が不明で開発要員が決まらない。

４

５
６

７

８

１ ２ ３

９ 10

１ ２ ３

４

５

６ ７ ８
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イの開発規模と開発要員数の情報では、生産性が不明で開発期間が決まらない。

ウの開発規模と工程ごとの工数配分比率の情報では、。生産性が不明で開発要員が決まらない。

エの開発規模と生産性が分かると、開発規模から開発期間、開発要員数、工数配分比率を求

めることができる。求める答えはエとなる。

例題演習

システム開発においては，プロジェクト全体を幾つかの作業単位に分割して実行計画を作成

する。この作業分割に関する記述のうち，適切なものはどれか。

ア ー般には，分割した作業単位が大きいほど，工数の見積り精度は高くなる。

イ 作業分割の結果として作成されたアローダイアグラムを基にＷＢＳが作成される。

ウ 小日程計画で分割された作業は，担当者を割り当てられるほど詳細になっている必要があ

る。

エ 大日程計画で分割された作業の最小単位は，一人の担当者が実行できる単位にすることが

必須である。

解答解説

日程計画に関する問題である。

日程計画は、プロジェクトを進める上で、タスクの所要日数や時間などを見積り、その進捗

を管理する表である。日程計画表の種類には大日程計画表、中日程計画表、小日程計画表など

がある。大日程計画表は、全期間にわたる実施作業項目・工程を管理するための表である。中

日程計画表は、大日程計画表を工程またはサブシステムごとに分割した表である。小日程計画

表は、中日程計画表にある工程を更に細分化した単位で、１ヶ月や１～２週間の期間を管理す

る。個人別の管理をすることで、作業の遅れやその原因を特定することも可能である。

アは分割した作業単位が小さいほど工数の見積精度が高くなる。

イはＷＢＳの情報を利用してアローダイヤグラムを作成する。

ウの小日程計画では、担当者を割り当てられるほど詳細になっている必要があるという記述

は適切なものである。求める答えはウとなる。

エの大日程計画は全期間にわたる作業項目や工程を管理するものであり、担当者単位ではな

い。

例題演習

ある新規システムの開発規模を見積もったところ，５００ファンクションポイント(ＦＰ)で

あった。このシステムを構築するプロジェクトには，開発工数の他にシステムの導入や開発者

教育の工数が１０人月必要である。また，プロジェクト管理に，開発と導入・教育を合わせた

工数の１０％を要する。このプロジェクトに要する全工数は何人月か。ここで，開発の生産性

は１人月当たり１０ＦＰとする。

ア ５１ イ ６０ ウ ６５ エ ６６
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解答解説

開発工数の見積に関する問題である。

開発規模は５００ＦＰであり、生産性は１０ＦＰであるから、工数に換算すると

５００／１０＝５０(工数)

導入、開発者教育の工数１０人月を加算すると ５０＋１０＝６０(工数)

プロジェクト管理の工数を含めると ６０×１.１＝６６(工数) 求める答えはエとなる。

例題演習

システム開発の見積方法の一つであるファンクションポイント法の説明として，適切なもの

はどれか。

ア 開発規模が分かっていることを前提として，工数と工期を見積もる方法である。ビジネス

分野に限らず，全分野に適用可能である。

イ 過去に経験した類似のシステムについてのデータを基にして，システムの相違点を調べ，

同じ部分については過去のデータを使い，異なった部分は経験から規模と工数を見積もる方

法である。

ウ システムの機能を入出力データ数やファイル数などによって定量的に評価し，複雑さとア

プリケーションの特性による調整を行って，システム規模を見積もる方法である。

エ 単位作業量の基準値を決めておき，作業項目を単位作業項目まで分解し，その積算で全体

の作業量を見積もる方法である。

解答解説

ファンクションポイント法に関する問題である。

ファンクションポイント法は、評価対象の領域を明確にし、システムの提供する５つの機能(外

部入力・外部出力・外部照会・内部論理ファイル・外部インタフェース)を抽出し、それぞれの

データタイプに対して、単純レベル、多少複雑レベル、複雑レベルの重み付けを加味して点数

をつけ計量化する方法である。ファンクションポイントＦＰは次の式で計算する。

ＦＰ＝Ｃ×(Ｐ１＋Ｐ２＋Ｐ３＋Ｐ４＋Ｐ５)

画面や帳票等の入出力インタフェースの多い場合に適している。外部入出力や内部論理ファ

イル、照会、インタフェースなどの個数や特性などから開発規模を見積もる。

アはＣＯＣＯＭＯのモデル、イは類似法、ウはファンクションポイント法、エはＷＢＳを用

いる方法である。求める答えはウとなる。

例題演習

開発の対象となるシステムが処理するファイルや帳票を、その処理のしかたによって五つの

タイプに分類し、数え上げたものに重みをつけて数値化し、これがシステムの規模に相関する

という考えに基づいて、対象システムの開発規模を見積もる手法はどれか。

ア ＣＯＣＯＭＯ法 イ Putnam法

ウ シミュレーション法 エ ファンクションポイント法
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解答解説

対象システムの開発規模を見積もる手法に関する問題である。

アのＣＯＣＯＭＯのモデルはプログラマの作業量を統計的なモデルによって計算式で算定す

る方法である。中、大規模のシステム開発に適用できるモデルある。ソフトウェアプロジェク

トを３種類に分類して名目工数をを見積もり、これに、製品、計算機、人的、プロジェクト的

属性による乗数を掛けて最終値を得る。

イのPutnamは仮説から出発してプロジェクトの工数を表現するモデルで、超大規模システム

の開発に適用できるモデルである。

ウのシミュレーションは経営計画を現実的な数学モデルによって代替案の模擬演算を実行す

る手法で、マルコフモデル、待ち行列、モンテカルロ法、ゲームの理論などの手法がある。

エのFunction Pointはソフトウェアに含まれる機能単位に見積もる方法で、システムの提供

する機能を分類して重み付け係数を掛け、それに対象システムの性格による調整用の特性係数

を掛けて最終値を得る。開発の初期段階での見積もりに適している。画面や帳票等の入出力イ

ンタフェースの多い場合に適しており、科学技術計算やＯＳの開発には用いられない。評価対

象の領域を明確にし、５つの機能を抽出し、それぞれのデータタイプに対して、単純レベル、

多少複雑レベル、複雑レベルの重み付けを加味して点数をつけ計量化する。求める答えはエと

なる。

例題演習

ソフトウェア開発の見積りに使われるファンクションポイント法に関する記述として，適切

なものはどれか。

ア ソースプログラムの行数を基準に，アルゴリズムの複雑さを加味して，ソフトウェアの開

発期間を見積もる。

イ ソフトウェアの規模を基準に，影響要因を表す補正係数を使って，ソフトウエアの開発工

数を見積もる。

ウ 単位規模当たりの潜在バグ数を予測することによって，ソフトウエアの品質を見積もる。

エ 帳票数，画面数，ファイル数などからソフトウエアの機能を定量化することによって，ソ

フトウエアの規模を見積もる。

解答解説

ファンクションポイント法に関する問題である。

ファンクションポイント法は、システムに必要な機能をその内容に応じて点数に換算し、そ

の合計ポイント数で開発システムの大きさやコストを表現するもので、必要な機能としては、

外部入出力数、ファイル数、照会数、インタフェース数などがある。

帳票数、画面数、ファイル数などからソフトウェアの機能を定量化できる場合に用いる見積

もり法である。求める答はエとなる。

アはＬＯＣ法、イはＣＯＣＯＭＯ、ウはソフトウェアの品質を推定する方法、エはファンク

ションポイント法である。
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例題演習

あるアプリケーションプログラムの，ファンクションポイント法によるユーザファンクショ

ンタイプごとの測定個数及び重み付け係数は，次の表のとおりである。このアプリケーション

プログラムのファンクションポイント数は幾らか。ここで，複雑さの補正係数は０.７５とする。

ユーザファンクションタイプ 測定個数 重み付け係数

外部入力 １ ４

外部出力 ２ ５

内部論理ファイル １ １０

外部インタフェースファイル ０ ７

外部照合 ０ ４

ア １８ イ ２４ ウ ３０ エ ３２

解答解説

ファンクションポイント法に関する問題である。

ファンクションポイント数は次の計算で求める。

(１×４＋２×５＋１×１０)×０.７５＝１８

求める答えはアとなる。

例題演習

ファンクションポイント法の説明はどれか。

ア 開発するプログラムごとのステップ数を積算し，開発規模を見積もる。

イ 開発プロジェクトで必要な作業のＷＢＳを作成し，各作業の工数を見積もる。

ウ 外部入出力や内部論理ファイル，照会，インタフェースなどの個数や特性などから開発規

模を見積もる。

エ 過去の類似例を探し，その実績と差異などを分析評価して開発規模を見積もる。

解答解説

ファンクションポイント法に関する問題である。

ファンクションポイント法は、評価対象の領域を明確にし、システムの提供する５つの機能(外

部入力・外部出力・外部照会・内部論理ファイル・外部インタフェース)を抽出し、それぞれの

データタイプに対して、単純レベル、多少複雑レベル、複雑レベルの重み付けを加味して点数

をつけ計量化する方法である。ファンクションポイントＦＰは次の式で計算する。

ＦＰ＝Ｃ×(Ｐ１＋Ｐ２＋Ｐ３＋Ｐ４＋Ｐ５)

画面や帳票等の入出力インタフェースの多い場合に適している。外部入出力や内部論理ファ

イル、照会、インタフェースなどの個数や特性などから開発規模を見積もる。

アはＬＯＣ法、イはＷＢＳ法、ウはファンクションポイント法、エは類似法である。求める

答えはウとなる。
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例題演習

入力，出力などを基に複雑さを加味してシステム規模を見積もる方法であり，開発工数の見

積りにも使われるものはどれか。

ア ＣＯＣＯＭＯ イ 標準タスク法

ウ ファンクションポイント法 エ プットナム(Putnum)モデル

解答解説

開発工数の見積法に関する問題である。

アのＣＯＣＯＭＯのモデルは、プログラマの作業量を統計的なモデルによって計算式で算定

する方法で、ソフトウェアプロジェクトを３種類に分類して名目工数を見積もり、これに、製

品、計算機、人的、プロジェクト的属性による乗数を掛けて最終値を得る。

イの標準タスク法は、実施する作業単位に工数を積み上げていく見積もりの方法である。Ｗ

ＢＳ法などを用いて作業単位を設定し、あらかじめ設定してある標準的な工数を各作業に割り

当ててボトムアップ的に見積もりを行う。

ウのFunction Point法は、ソフトウェアに含まれる機能単位に見積もる方法で、システムの

提供する機能を分類して重み付け係数を掛け、それに対象システムの性格による調整用の特性

係数を掛けて最終値を得る。画面や帳票等の入出力インタフェースの多い場合に適している。

評価対象を５つの機能に分け、単純レベル、多少複雑レベル、複雑レベルの重み付けを加味し

て点数をつけ計量化する。求める答えはウとなる。

エのPutnamは、仮説から出発してプロジェクトの工数を表現するモデルで、超大規模システ

ムの開発に適用できるモデルである。

例題演習

ファンクションポイント法で，システムの開発規模を見積もるときに使用するものはどれか。

ア 開発者数 イ 画面数

ウ プログラムステップ数 エ 利用者数

解答解説

ファンクションポイント法に関する問題である。

ファンクションポイント法は、評価対象の領域を明確にし、システムの提供する５つの機能(外

部入力・外部出力・外部照会・内部論理ファイル・外部インタフェース)を抽出し、それぞれの

データタイプに対して、単純レベル、多少複雑レベル、複雑レベルの重み付けを加味して点数

をつけ計量化する。ファンクションポイントＦＰは次の式で計算する。

ＦＰ＝Ｃ×(Ｐ１＋Ｐ２＋Ｐ３＋Ｐ４＋Ｐ５)

画面や帳票等の入出力インタフェースの多い場合に適している。外部入出力や内部論理ファ

イル、照会、インタフェースなどの個数や特性などから開発規模を見積もる。

求める答えはイとなる。
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例題演習

ＣＯＣＯＭＯモデルにおいて、ソフトウェア開発の生産性に影響を与える要因のうち、影響

度の最も大きいものはどれか。

ア 個人／チームの能力 イ 実行性能上の制約

ウ 製品の複雑さ エ 要求される信頼性

解答解説

ＣＯＣＯＭＯのモデルに関する問題である。

ＣＯＣＯＭＯのモデルは、プログラマの作業量を統計的なモデルによって計算式で算定する

方法である。中、大規模のシステム開発に適用できるモデルある。ソフトウェアプロジェクト

を３種類に分類して名目工数をを見積もり、これに、製品、計算機、人的、プロジェクト的属

性による乗数を掛けて最終値を得る。特に、個人／チームの能力が問題になる。

生産性に影響を与える要因は個人／チームの能力であり。求める答えはアとなる。

例題演習

全部で１００画面から構成されるシステムの画面作成作業において，規模が小かつ複雑度が

単純な画面が３０，中規模かつ普通の画面が４０，大規模かつ普通の画面が２０，大規模かつ

複雑な画面が１０である場合の工数を，表の標準作業日数を用いて標準タスク法で見積もると

何人日になるか。ここで，全部の画面のレビューに５人日を要し，作業の管理にレビューを含

めた作業工数の２０％を要するものとする。

ア ８０

イ ８５

ウ １０１

エ １０２

解答解説

作業工数の見積もりに関する問題である。

作業別作業日数は次のようになる。

小規模、単純 ３０×０.４＝１２(人日)

中規模、普通 ４０×０.９＝３６

大規模、普通 ２０×１.０＝２０

大規模、複雑 １０×１.２＝１２

レビュー ５

計 ８５(人日)

作業管理に必要な工数を含める合計は ８５×１.２＝１０２(人日) となる。求める答えは

エとなる。
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例題演習

ＰＥＲＴを用いてシステム開発プロジェクトの実施計画を作成し，クリティカルパスを算出

した。クリティカルパスによって把握できるものとして，適切なものはどれか。

ア システムの品質上，最も注意すべき作業を把握することができる。

イ 実施順序の変更が可能な作業を把握することができる。

ウ プロジェクト全体の遅れに直結する作業を把握することができる。

エ 最も費用のかかる作業を把握することができる。

解答解説

ＰＥＲＴ図のクリティカルパスに関する問題である。

クリティカルパスは、プロジェクト全体の完了時期に重大な影響を与える作業工程の集まり

で、プロジェクト全体の完了時期を遅らせないためには、クリティカルパスとなる作業を重点

的に管理する必要がある。また、全体の作業時間を短縮したい場合は、このクリティカルパス

を短縮することに注力する。

クリティカルバスは全体の遅れに直結する作業を把握することである。求める答えはウとな

る。

例題演習

ソフトウエアの規模をＳ，生産性をＰ，投入人数をＮとしたとき，開発所要期間を表す式は

どれか。

解答解説

開発所要期間を表す式を求める問題である。

開発所要期間は、規模(Ｓ)に比例し、生産性(Ｐ)、投入人数(Ｎ)に反比例する。従って、求

める式はＳ／ＰＮとなり、求める答えはエとなる。

例題演習

契約タイプで一括請負契約に属するものはどれか。

ア 請け負った作業の履行に対するコストが償還され更にプロジェクトのコスト見積りに対し

て一定比率の固定フィーを受け取る。

イ 請け負った作業の履行に対するコストが償還され事前に取り決めたフィーと，契約で定め

たパフォーマンス目標レベルの達成度に応じたインセンティブを受け取る。

ウ 契約で合意した内容を実現するために，実施された労務に対する対価が支払われる。

エ 契約で合意した内容を実現するために，指定された期日までに決められた価格で作成され

た成果物に対して対価が支払われる。
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解答解説

請負契約に関する問題である。

請負契約は受託者が一定の業務を完成し、その結果に対して発注者が対価を支払う契約形態

である。受託者は成果物の完成責任がある。また、成果物に対して瑕疵担保責任がある。シス

テム開発要員の指揮命令は受託者が行う。受託者が下請けを使用することも可能である。

ア、イの請け負った作業に対するコスト、一定比率の固定フィーの考え方では請負の場合は

契約しない。成果物に対して対価を支払う。

ウの実施された労務に対する対価の支払いではない。

エの期日までに決められた価格で作成された成果物に対する対価が適切な契約形態である。

求める答えはエとなる。

例題演習

Ｓ社が備品を購入するとき，購入先のＫ社と図の手順で取引を行っている。この取引手順の

中で，売買契約が成立するのはどの時点か。ここで，取引の内容は見積書以降の取引手順を通

じて変わらないものとする。

ア ① イ ② ウ ③ エ ④

解答解説

売買契約に関する問題である。

売買契約が成立するのは、購入元から注文書が購入先に提出され、その後、購入先から注文

請書が購入元に提出されて成立する。従って、②の時点である。求める答えはイとなる。

例題演習

“提案評価方法の決定”に始まる調達プロセスを，調達先の選定，調達の実施，提案依頼書

（ＲＦＰ）の発行，提案評価に分類して順番に並べたとき，ｃに入るものはどれか。

ア 調達先の選定 イ 調達の実施

ウ 提案依頼書（ＲＦＰ）の発行 エ 提案評価
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解答解説

調達プロセスに関する問題である。

調達プロセスの次の手順で実施する。

① 提案評価方法の決定

② 提案依頼書の発行(ａ)

③ 提案評価(ｂ)

④ 調達先の選定(ｃ)

⑤ 調達の実施(ｄ)

ｃに該当するのは調達先の選定であり、求める答えはアとなる。

例題演習

図に示す手順で情報システムを調達する場合，ｂに入るものはどれか。

ア ＲＦＩ イ ＲＦＰ

ウ 供給者の選定 エ 契約の締結

解答解説

調達プロセスに関する問題である。

調達プロセスの次の手順で実施する。

① 提案評価方法の決定

② 提案依頼書の発行(ＲＦＰ)(ａ)

③ 提案評価(ｂ)

④ 調達先の選定(ｃ)

⑤ 調達の実施(ｄ)

ＲＦＩは、企業が調達や業務委託を行う際、自社の要求を取りまとめるための基礎資料とし

て、外部業者に情報の提供を要請すること。あるいはその要請をまとめた文書をいう。

aはＲＦＩ、ｂはＲＰＦ、ｃは供給者の選定、ｄは契約の締結となる。求める答えはイとなる。
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例題演習

情報システムの調達の際に作成されるＲＦＩの説明はどれか。

ア システム化の目的や業務内容などを示し，ベンダに情報の提供を依頼すること

イ 調達対象システムや調達条件などを示し，ベンダに提案書の提出を依頼すること

ウ 発注元から調達先に対して，契約内容で取り決めた内容の変更を依頼すること

エ 発注元と調達先の役割分担などを確認し，契約の締結を依頼すること

解答解説

ＲＦＩに関する問題である。

ＲＦＩは、企業が調達や業務委託を行う際、自社の要求を取りまとめるための基礎資料とし

て、外部業者に情報の提供を要請すること。あるいはその要請をまとめた文書をいう。

ＲＦＩの目的は、知りたい情報を文書として明確化することで、明快な回答を確実に得るこ

とである。複数業者の回答を比較する場合も同一の質問に対する答えであれば、検討しやすい。

ＲＦＩの発行は、提案や見積もりといった交渉の前段階で行われるもので、数多くの外部事業

者から、自社が求める能力を持ち、交渉に足る相手を絞り込むといったことも狙いとなる。ハ

イテクを対象としたＲＦＩでは、自社が知らない新製品・新技術に関する知見を得ることも目

的となる。ＩＴ調達におけるＲＦＩはＩＴベンダの技術要件を確認するもので、どのような技

術を保有しているか、どのような経験があるかなどを確認するものとなる。

システム化の目的や業務内容などを示し、ベンダに情報の提供を依頼することである。求め

る答えはアとなる。

アはＲＦＩ、イはＲＦＰ、ウはＲＦＣ、エはＳＯＷである。

例題演習

グリーン調達の説明はどれか。

ア 環境保全活動を実施している企業がその活動内容を広くアピールし，投資家から環境保全

のための資金を募ることである。

イ 第三者が一定の基準に基づいて環境保全に資する製品を認定する，エコマークなどの環境

表示に関する国際規格のことである。

ウ 太陽光，バイオマス，風力，地熱などの自然エネルギーによって発電されたグリーン電力

を，市場で取引可能にする証書のことである。

エ 品質や価格の要件を満たすだけでなく，環境負荷の小さい製品やサービスを，環境負荷の

低減に努める事業者から優先して購入することである。

解答解説

グリーン調達に関する問題である。

グリーン調達は、国や地方自治体、企業などが、製品の原材料・部品や資材、サービスなど

をサプライヤーから調達する際に、環境負荷の小さいものを優先的に選ぶ取り組みのことであ

る。グリーン調達を進めることは、供給側に環境負荷の小さい製品の開発を促すことにつなが
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る。

品質や価格の要件を満たすだけでなく、環境負荷の小さい製品やサービスを、環境負荷の低

減に努める事業者から優先的に購入することである。求める答えはエとなる。

アは環境再生保全基金調達、イはリサイクル製品認定制度、ウはグリーン電力証書、エはグ

リーン調達である。求める答えはエとなる。

例題演習

プロジェクトの特性はどれか。

ア 独自性はあるが，有期性がない。 イ 独自性はないが，有期性がある。

ウ 独自性も有期性もある。 エ 独自性も有期性もない。

解答解説

プロジェクトに関する問題である。

ビジネスの業務は、大別して定常業務とプロジェクトがある。プロジェクトの特徴は有期性

と独自性にある。

有期性は明確な開始と終了があることで、プロジェクトが終了するのは次のいずれかである。

① 目的やコールが達成された場合

② 何らかの理由で中止された場合

プロジェクトの期間は数十年にわたるもの、数週間で終わるもの様々である。

独自性は、今まで存在しなかった製品やサービスを創造することである。世界にない高速の

ジェット機を設計、開発することや、特定の顧客のニーズに合ったコンピュータシステムの構

築などがある。

プロジェクトの特性は、独自性や有期性があることである。求める答えはウとなる。


